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1. 	 両側性ウイルス臆蕩の 1例
岩井潤(千大)
症例は3歳6カ月の男児。 9カ月前血尿をもって発症
し，初診時賓血あり，腹満なく!堕嬬触知せず。 IVP，RP. 
重療の診断にて，左腎摘出JI性ワイノレムス1動脈造影で両恨
及び右腎生検を行った。摘出腎は 9X 5 X 4cm，150g。
組織像は腎芽型のウイノレムス腫療であった。生検標本中
には腫場細胞はなく，その後の尿細胞診にて腫場細胞を
認める。術後 l年 3カ月後の現在，残存腎機能の低下を
示しているが，転移なく生存中である。 
2. 新生児消化管重複症の 1例
岩川真由美(千大) 
匿吐。メッケノレ憩1日目の女児。主訴は7症例は，生後
室を伴う回盲部消化管重複症であった。腫癌は大きさ 4 
X3.5X2.5cm。嚢腫状で回腸と盲腸にまたがり，本来
の消化管とは交通なく，中は粘液でみたされ，粘膜像は
平担化された腸粘膜で、あった。その圧迫症状により，イ
レウス症状を呈し，即日回盲部切除端々吻合術及びメッ
ケノレ憩室切除術を施行し 2週間後，全治退院した。これ
に，本邦報告303例を加え，文献的考察をした。 
3. 	 新生児肺嚢胞症の 1治験例
吉田英生(千大)
症例は生後 7日目男児。生後まもなくより，呼吸困難
出現。胸部X線撮影にて左肺野に巨大な限局性透亮像を
認めた。肺饗胞症の診断のもとに生後11日目，左上葉切
除を行った。摘出標本は 7.5X 5.5X 5.5cmの多房性の
嚢胞で，組織学的には所々に線毛を有する立方ないし円
柱上皮におおわれ， 先天性気管支性肺嚢胞症と診断し
た。現在，術後4カ月を経過したが発育は良好である。
若干の文献的考察を加えて報告した。 
4. 	 マウス L-5細胞の cellprogressionに及ぼすア
クラシノマイシン A の効果
田辺政裕(千大)
宮本忠H百(放医研)
アクラシノマイシンAのマウス L-5細胞の cellprog-
ressionへの効果は， M期から Gl期では阻害せず， 
Gl期から S期， s期から G2期で阻害する。
アクラシノマイシンAを臨床応用する際， この syn 
chronizing agentとしての効果により，低濃度持続投
与によって， Gl期， s期に細胞を集積することが可能
であり， Gl期， s期に細胞致死効果をもっ薬剤との併
用が有効である。 
5. 小児高カロリー輸液における脂質代謝(脂質投与
の蛋白代謝に及ぼす影響に関する実験的研究)
針原幸男(千大) 
S. D 系 weanlingrat 2)60---70gを用いて，等カロ
リ，等N量投与下，カロリーの 4，50，80%を脂肪乳
剤で、与えた TPNを2週間施行した。各群に於て， 体
重増加・ N蓄積量・ N利用率に差はなかった。肝機能障
害は生じなかった。血清脂質は増加していたが， 肝重
量，肝脂質含量には差がなかった。これらの結果より，
脂肪は，グルコースと同等のカロリー源であり，また良
く利用されている事が， うかがわれた。 
6. lnfused Open-tip法による AnorectalMano-
metry-第 5報-RheologicalApproachの試み
坂庭操(千大)
排便機能の解明の為には，使が通過する際に，直腸目工
門が物理学的にどういった特性をもってふるまうかとい
う Rheologyの研究が必要である。今回は 24例の直腸
壁の弾性率を測定し，次の結果を得た。正常例の平均は 
4.87X 103 dyne/cmzであった。ヒルシュスプノレング病術
前症例の平均は8.36X 104 dyne/ct11zと正常例に較べ約
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10倍であり，直腸壁の伸展性が悪い事がうかがわれた。
他症例は正常例とほぼ同じであった。 
7. 小児肺機能の測定について
 
-R.1.による検討一

羽鳥文麿(千大)
内山暁(千大・放射線部)
小児の肺機能検査は決して容易ではない。しかし放射
性同位元素を用いての検査は比較的簡単で，かつ局所肺
機能をも検討できる特徴をもっ。今回は 183Xe を用い
て先天性左胸腹裂孔ヘルニア術後10例の局所肺機能につ
いて報告した。(結果)換気についてはほぼ正常であっ
たが患側下肺よりの洗い出し時間がわずかに延長してい
た。換気血流比については術後 6カ月以内の 3例は全て
患側下肺が高値でこれは局所の肺血流量の低下によるも
のであった。 
8. 小児高カロリー輸液における蛋白代謝(至適アミ
ノ酸組成に関する実験的研究)
苅部喜一(千大) 
TPNにおける至適アミノ酸組成を E/N比の面より
検討するため。体重60，. 70gの雄 S.D Weanling rat 
を用いた E/N比を変えた TPNを2週間施行した。窒
素蓄積量，体重増加及び体組成からみると， E/N比 2.06
及び3.15のアミノ酸を用いた群が1.11の群よりも優れて
いた。一方血清遊離アミノ酸組成からみると， E/N比 
2.06及び1.11の群がほぼ正常ノfターンを示したが， 3.15 
の群は異常パターンであった。以上より今回の実験では 
E/N比2.06のアミノ酸が最良である。 
9. 大腸術前管理としての経口抗生剤投与と揚内細菌
叢の動向
若山芳彦(千大)
小林章男(千大・検査部)
大腸術前管理としての術前経口抗生剤投与方法を術後
創感染検出菌，薬剤感受性，糞便細菌叢の動向より検討
した。従来用いられてきた KMは耐性菌も多く， 効果
は不確実であった。好気性菌に対しては GMが，嫌気
性菌に対しては CLDM，Metronidazoleが確実な効果
を示した。 CLDMには下痢が多発し， Metronic1azole 
には副作用はなかった。術前経口抗生剤は，好気性菌に
対する GM 5 mg/kg/c1ayと嫌気性菌に対する Metr-
onic1azole 10mg/kg/dayの 2日間併用投与が最適であ
る。 
10.ウイルムス腫携の血管侵襲に対する病理組織学的
検討
鈴木昭一(千大)
千葉大第二外科，小児外科で現在までに経験した  
Wilms'腫療は27例である。そのうち標本の得られた 
23例について検討した。血管侵襲を正常腎組織内の毛細
血管にあるもの (Vl) と，腎門部の細静脈内にみられる
もの (V2) とに分けた。 Stage分類及び浸潤度と血管侵
襲はよく相関した。また Vlの肺への転移率は44%，V2 
では 100%であった。更に肺転移のある 3症例について
連続切片により検討したが，腎門部に多く血管侵襲を認
めた。 
11.小児の肝胆道系疾患の診断

ーエコーグラムを利用して一

中島克己(千大)
東芝製高速度走査形超音波診断装置 SAL-10A を 52
年 9月より小児肝胆道系疾患の診断に利用して来た。今
回エコーグラムをガイドとした PTCを 1歳 5カ月の先
天性総胆管拡張症の女子に施行し， 1回の穿刺にて成功
したので報告した。エコ}ガイドの PTCは従来の 
PTCと違い施行前に穿刺方向，深さを検討出来，穿刺
時には超音波装置にてエコー像，穿刺針を確認しながら
施行できるので安全，確実な方法である。 
12.神経芽細胞腫の治療モデルとしてのマウス神経芽
細胞題 (C・1300)の検討
大沼直弼(千大)
神経芽細胞腫の治療モデ、ノレとして， マウス神経芽細
胞腫 (C・1300)の invitroと invivoでの組織学的及
び生物学的特性を検討した。 invitro では  Plating 
E伍ciency75%，集団倍化時間 15.6時間， ADM (アド
リアマイシン)に対する生存曲線より 0.3μg/mlで90%
の細胞致死効果をみた。 invivoでは，指数函数的増殖
期の体積倍化時間は48時間， ADM 10mg/kgで 90%の
体積減少率が得られた。 この invitroと invivoで
の効果の差につき報告した。 
13.小児における 99illTc(small) PI Scanの適応
大川治夫(千大)
昭和52年日本メディフジックス社で開発された 99illTc 
Pyridoxy lidi ueisoleucineは被爆線量が少い，肝より胆
